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視覚誘発電位 vi s u all y e v o k e d p o t e n ti al くV E P l の 臨床応用 を目的と して
，

正 常成人27 名で図形

反転刺激に よ る V E P の 左右差， 再現 性 個人 差， 刺激頻度や 図形 の 格子 の 大き さ に よ る変化， 両眼視 と片

眼視 に よ る差異に つ い て検討 した ．

一 過性型 くt r a n si e n t 郵 の V E P を観察 の 対象と し
，

そ の 早期成分で

ある P l ，
N ．，

P 2 ， N 2 の 4 成分に つ い てそ れ ら の 個々 の 頂点潜時と
，
P 2

－ N 2 間の 振 巾を解析 した ． その 結果，

頂点潜 晩 振巾と も に 有意 な左 右莞 は み られ な か っ た ． 同じ被検者で 同じ時期 に 繰り返 され た記録の 間で

の差異や 個人 差に 関 して変動係蓼 c o effi ci e n t o f v a ri a ti o n くC V l を用 い て検討 した ． こ れ ら の両 方に 関

して振 巾は頂点潜時 と比 べ る と著 しい 差異 ほ た は変動うを示 した ． 頂点潜時 に 関 して は特に P l 成分 が変

動 し易 か っ た
．

1 H z と 2 H z の 刺激頻 度の 間 で
，
2 H z の 方が 1 H z に 比 べ て 頂点潜時が延 長す る傾 向が み

られ た ． また， 格子 の 大 きさ の 異 な る刺激図形 の 間で
，

大き い 格子 の 図形の 方が， 小 さ い 格子 の 図形の 場

合 と比 べ て頂 点潜 時が 有 意に 短縮 した ． 両眼視 で は片限視 に 比 べ て 頂点潜時の 有意な 短縮が み ら れ た．

これ ら の 頂点潜時の変化 は V E P の 発生 に お い て伝導速度の 異な る視神経線 維群 が参与 す る た め と推測さ

れ た ．

K e y w o r d s vis u all y e v o k e d p o t e n ti al くV E Pl ， p a tt e r n r e V e r S al V E P
，
t r a Si e n t

V E P

中枢神経機能を探る神経生 理学 的検査法の ひ と つ と

して 大脳誘発電位 くc e r e b r a l e v o k e d p o t e n ti al
，
C E Pl

記録が 19 4 7 年の D a w s o n の 研究 以 来知 られ て い る。

C E P は自発脳波よ りも低電位の た め ， その 単独の 形 を

脳波上 識別す る こ と は困難で あ るが
，
1 9 6 0 年代に 入 り

電子 工学の 発達 に 伴い
，

デ ィ ジタ ル 型電子 計算機 を用

A b b r e v i ati o n s ニ C E P
，

C e r eb r al e v o k e d

V is u all y e v ok e d p ot e n tial ．

い た 加算装置 に よ っ て 容易に 検知 ． 記録 す る こ とが可

能 と な っ た ． 最近で は こ の よ う な検査機器 の よ り－．，イ．
一層

の 簡便化や低廉化お よ び神経 系疾患の 研究 や臨床に お

け る C E P の 有用性 に 伴 い 各種 の C E P 記 録 が 広く普

及 して お こ な われ る よ う に な っ て い る
り

．

C E P の 中 の ひ と つ で あ る 視覚 誘発 電位 くvi s u a11 y

p o t e n ti al 三 C V
，

C O effici e nt of v a ri ati o n 三 V E P
，



図形反 転視覚誘発電位

e v o k ed p o t e n ti al
，

V E P l は視神経病変 く多発性硬 化

症や各種視神経軋 緑内症な ど1 ， 視交叉 後病変 く皮質

最 後頭葉腫 瘍な ど1 ， 弱視な どの 神経疾患や限 科疾患
，

また眼心 身症や ヒ ス テ リ
ー 盲な どの 精神疾患 に お け る

広い 臨床的応用 の 点 で 重 要で あ る
． 特 に 多発性硬化症

で は
， 自覚的に も眼 科的診察 で も異常 を認 めな い 初期

の視神経病変を検知 で き る点で
，

その 早期診断に 有力

な こ と が 知 ら れ て い る
2I

．
V E P の 研 究 は 1 96 1 年 の

Ci g a n e k に 始 まり， 1 96 0 年 代ま で は 主 と して 閃光刺激

による V E P が盛 ん に 研究さ れ たが
，

こ の V E P は刺激

条件の若干 の 相違に よ っ て大 きく 変動 し個人 差 また は

同
一 個人 に お い て も正 常値の ばら つ き が少な く ない

．

19 70 年代 に入 り，
よ り安定し た波形や 電位が得 られ る

図形刺激 に よ る V E P が 研究さ れ る よ う に な り
， 最近

では白黒 の 格子縞模様 く市松模様う を反転 させ る 図形

反転p a tt e rn r e V e r S al 刺激が 推奨 され
， 一

一

般 に 用 い ら

れてい る
3I

． 今 臥 図形反 転刺激 に よ る V E P の 臨床的

応用を目的と して， ま ず正 常成人 で そ の 左 右差 ， 再現

性， 個人性， 刺激頻度や図形 の 大き さ に よ る変化， 両

眼視や片眼視に よる 差異 に つ い て 検討 したの で報告す

る．

対象 お よ び方法

対象は 正 常者 27 名 で ， 年 令 は 20 へ 2 2 歳 く平 均21

齢 ， す べ て女 性で あ る
． 検査 はす べ て裸眼でお こ な っ

た く裸眼視力 0 ．6 1 士0 ． 6 1う．

工 ． 検査条件

検査は シ ー

ドル され た 暗室 く照度 1 0 ル ッ ク スぅで 被

検者を安楽椅子 に 座 らせ て行 っ た
． 被検者 の 日と刺激

図形 を呈 示す る テ レ ビ モ ニ タ ー の 画面の 中心 を同じ高

さに し
， 両 者の 距離 を約1 m と して

， 検査 の 際に は こ

の 画面の 中心 を注視さ せ た ． テ レ ビ モ ニ タ ー の 画面 に

対する視角は約 1 7 ． 2 で ある く図 1 う．

8 5 3

口 ． 記録電極の 配 置

脳波筋電 図学会 の誘発電位検査法委員会の 指 導3I
を

参考と し て
， 不関電極を鼻根部か ら上 方 12 c m の 部位

くM Fうに 置き
， 関電極は後頭 結節 か ら上 方5 c m の 部位

よ り ，
この 部位 を耳介前点と結 ぶ線上 で それ ぞ れ左右

に 5 c m 側 方に 置い た く図2 ， L O
，
R Oフ． 接地 電極 は

左耳に 置 い た ． ま た 電極 の 接触低抗は 5 k n 以 下 に な

る よう に した ．

工王I ． 図 形反 転刺激

白黒 の 格子 縞模様 の 図形 をテ レ ビモ ニ タ ー に呈示 し
，

一

定 の 時間間隔 で 反転さ せ る図形反 転刺激を行 っ た ．

す べ て の 検査 で 全視野 刺激 と し
， 半側視野刺激 は行わ

な か っ た ． 図形反 転の 時間間隔 く以 下刺激頻度 と呼ぶう

は 500 m s e c く2 H zl ま た は 10 00 m s e c く1 H zl の ふ た

つ を用い た
． 図形の白黒模様の ひ と つ の 格子 の 大き さ

は次の 3 種類 を用 い た
．

a こ 縦4 ． 5 x 横 5 ． 8 m m く格子

の 大 き さ に 対 す る 視 角 は 約15 ． 4つ．
b 二 1 8 ． O X 2 3 ． O

m m く1 ． 0つ，
C こ 72 ． O X 9 2 ． O m m く4 ． 1つ．

I V ． 記 録

導出モ ン タ
ー ジ ュ は L O － M F

，
R O － M F の 2 導出だ け

と した く1 回 の 検査で同時に 使用 でき る記録用増巾器

が 2 素子 の み の ため1 ． 刺激図形 を呈 示 し
，
そ の 直後 で

得 られ る反 応波を誘発電位記録装置 く日本光電製1 を

用 い て 1 2 8 回加算 し， 1 個の V E P を記録 した
． く解析

時間500 m s e cl ． 増巾器の 帯域周波数は低域が 2 H z
．

高域は 1 0 0 H z を用 い た
．

V ． 検査手順

以下の 順序 で各々 2 へ 3 分の 休憩時間をお い て 検査

をお こな っ た ．

1 ■ 両眼視 で
， 刺激条件は 1 壬i z の 刺激頻度 を用 い

，

刺激図形の 大 きさ をb
，

a
，

C の 順序 で 変化さ せ て 記貞臥

す べ て 1 回記録．

2 ． 同様 の 状態で 刺激頻度 を2 H z に 変え， 刺激図形

Fi g ． 1
． V i s u al a n gl e i n p a tt e r n V E P ． T h e vi s u a l a n gl e くのt o t el e v i si o n s c r e e n i s 5 7 ．

3 x rl d ． A si z e of e a c h c h e c k i n a c h e k e r e d p a tt e r n i s i n d i c a t e d b y th e v i s u al an gl e

C al c u l a t e d b y th e s a m e m e th o d a s a b o v e i h o w e v e r
，

一一

r
，，

i s e v al u a t e d a s a sid e o f th e

C h e c k ．
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の大き さ はb の み を用 い て 1 回 記録．

3 ． 片眼 視で く他眼 は眼帯 で遮蔽つ 左目鼠 右限 の 順

序で各々 1 回 記録， 刺激条件 は 1 H z
，
b の 大き さ を使

用 ． 他 日無作為に 選 んだ 1 0 名の 被検者に つ き 次 の 検査

を追加 した
0

4 ． 両眼視 で
， 同 じ時 軌 同 じ刺激条件下で の V E P

の再現性 を確 か める目的で短 い 時間間隔 をお い て 4 回

，の 縦り返 し記録 をお こ な っ た ． 刺激条件は 1 H z
，
b の

大きさ ．

W ． 記録 の 解析

誘発電位記録装置を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ

ー

と連

結さ せ
，

記録 した V EP を フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 記憶

－ N l
ノ へ

－ ノ 1
1

J 〆
t

P 1
1

1
1
1

．

I
l一

N 之 ノ

さ せ
， 随時再生 して 解析 した ． 主 に 刺激図 形 の 呈示時

点 か ら V E P の 各成 分の 頂 点 ま で の 潜 時 く頂点潜時

p e a k l a t e n c yI を解析 し た ． 振巾 に つ い ては後述の ご

と く個人 差が大き く ， 再現 性も不良な た め
一

部で しか

測定 し な か っ た
．

成 績

I ． 波 形

図 2 に 示 す 波形の V E P が それ ぞ れ の 異 な っ た検査

条件下 で 常に 記録さ れ た ． 左右の 導出と も に 同似の 波

形 で
，

刺激時点 か らの 頂点潜時が 比 較的短 い 陽 ．

陰 ■

陽 ． 陰性披 く図 2 で P ．
－ N l

． P 2
． N 2う の 4 相か ら成る

ノ
V

． ■r

ト ノ

5 00 m S

ノ
u

へ

1 チノ し
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ノ
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Fig ． 2 ． T r a n si e n t t y p e o f p a tt e rn r e V e r S al V E P － T w o V E P s r e c o rd e d si m ult a n e o u sl y

f r o m ri gh t a n d l e ft o c ci pi t al r e gi o n s u n d e r b i o c u l a r v i e wi n g c o n d iti o n w e r e

i n d i c a t e d ． T h e a n a l y si s w a s d o n e a t 5 0 0 m s e c af t e r a p r e s e n t a ti o n o f c h e c k e r e d

p a tt e r n r e v e r s e d a t l H z
， a n d 1 2 8 s w e e p s w e r e a v e r a g e d ． A c h e c k si z e w a s l ．O i n

th e v i s u al a n gl e くp a tt e r n
tt

b
L
－

i n t e x tl ． T h e p e a k l a t e n c y w a s m e a s u r e d f o r e a ch

w a v e of P l
－ N 2 ． T h e a m plit u d e w a s m e a s u r e d f o r o n l y a h e i gh t b e t w e e n p e a k s i n

P 2
． N 2 i n d i c a t e d b y a m a rk 壬 ．

T a bl e l ． D iff e r e n c e b e t w e e n l ef t a n d rig h t V E P s ．

L O R O L O ＋ R O

くm e a n 土S DI くm e a n 士S Dl くm e a n 士S Dl

P e a k la t e n c y

－
一

1

2

2

P

N

P

N

5 4 ． 5 士 9 ． 5 4 5 3 ． 3 士 9 ． 1

6 8 ． 8 士 7 ． 2 3 6 6 ． 0 士 8 ． 2 2

98 ．8 士 5 ． 7 8 9 7 ． 7 士 4 ． 7 5

1 29 ．7 士1 1 ． 3 4 1 3 0 ． 8 士1 2 ． 2 1

5 3 ． 9 5 士 9 ．7 5

6 6 ． 41 士 7 ． 7 2

9 7 ． 7 9 士 5 ． 3 0

1 3 0 ． 2 5 士11 ． 7 5

a m plit u d e P I

M

N 2 9 －1 士 3 ． 9 9 9 ．5 士 4 － 7 2 9 ． 2 9 士 4 ． 3 6

T h e pe ak l a t e n c y くm s e cl i n e a c h c o m p o n e n t of P l
－ N 2 a n d a m plit u d e くp Vl b e t w e e n

p e ak s i n P 2
－ N 2 W e r e i n dic at e d b y th e m e a n v al u e a n d s t a n d a r d d e v ia ti o n くS Dl f r o m

d a t a of t o t a1 27 s u bj e c t s i n r e g a rd t o th e l e ft a n d ri g h t V E P s くL O
，
R O l ． T h e s e V E P s

w e r e r e c o r d e d u n d e r bi o c ul a r vi e w c o n diti o n a n d p a tt e r n r e v e r s al o f a c h e c k si z e

一．

b
，，

a t l H z ． N o si g nifi c a n t diff e r e n c e i n th e p e a k l a t e n c y o r a m plit u d e w a s f o u n d b e t w e e n

l ef t a n d ri gh t c o m p o
竺

e n t S くp ，0 ．05 i n ．トt e stl ． T h e r ef o r e
，

a S t O th e p e a k l a t e n c y o f

i n di vi d u al c o m p o n e n t l n S u b s e q u e n t t a b l e s 3 － 5
，
th e l ef t a n d ri gh t c o m p o n e n t s w e r e

c o11 e c ti v el y d e alt wi t h a s i n di c a t e d b y L O ＋R O i n th i s t a bl e －
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早期成分に続 い て
，

さ ら に潜時の 長 い 後期成 分が み ら

れた くN 2 に 後続す る陽 ． 陰2 相の 波う．
こ こ で は

一 般

に測定の 対象とさ れ て い る早 期成分 の み に つ い て 解析

し た．
な お 振 巾に つ い て は P 2

－ N
2 間 の 高 さ く図2 参

掛 の み 測定 した
．

I工 ． 左右 差

1 回の 測定 で 得 られ る左 右の 2 個 の V E P に 関 し

て ， 振巾 や各成分の 頂点潜時に 関す る左右差 を検討 し

た結果 を表 1 に 示 す ． 振巾
， 潜時と も に 有意な左 右差

はみ られ な か っ た
．

そ こ で以 下 に 述 べ る V E P 成分 の

解析 はす べ て 左 右 の そ れ を区別せ ず に一一 括 し て 扱 っ

た ．

I軋 再 現性 と 個 人差

再現性に 関 して 同じ被検者 で 同じ時期， 同じ検査条

件下で 繰り返 し記録さ れ た V E P の 間で の 差異 に つ い

て ， 被検者 10 名で 変動 係数 くc o e ffi c i e n t o f v a ri a ti o n
，

8 5 5

C V l を用 い て 検討 した 結果 を表2 に 示 す
．

ま た V E P

の 個人 差 に つ い て 被検 者2 7 名 の 間で や は り C V を用

い て 検討し た結果 を同 じく表2 に 併わせ て 示 す ．
これ

ら の 両 方 で 振巾は頂点潜時に 比 べ る と ， C V の 値が は

る か に 高く， す な わ ち再現性 も悪 く， 個人 差も著 しく

大 きか っ た
． 頂点薄暗に 関し ては特 に 4 成分の 中で P l

が最も変動 し易か っ た ．

1 V ． 刺激 頻 度に よ る変 化

1 H z と b H z の 異 な っ た刺激頻度 に よ る V E P の 各

成 分 の 頂 点 潜時の 変化 を表3 に 示 す
．

2 H z の 方が 1

H z に比 べ て や や 延長 す る傾向が み ら れ たが
， 両者の

間で有意差が み られ たの ほ 嵩 の み で あ っ た ．

V ． 刺 激 図 形 の 大 き さ に よ る変化

刺激図形 a
－

C の 間で の 異 な っ た大 き さ に よ る V E P

の 各成 分の 頂点薄暗の 変化 を表 4 と図 4 に 示 す
．

P l
－

N 2 の す べ て の 成分 で 図形 の 1 つ の 格子 の 大 きさ が 大

T a bl e 2 ． D e vi a ti o n of V E P s r e c o r d e d r e p e a t e dly i n e a c h s u bj e c t
，

a n d th a t 。f V E P s

in i n di vid u al s u bj e ct s ．

d e vi a ti o n of r e c o r d s d e vi a ti o n ih
r e p e a t e d i n e a c h s u bj e c t i n di vi d u al s u bj e c t

p e a k la t a n c y

l

1

2

2

P

N

P

N

0 ． 8 7
一

－ 1 0 ．4 8 く5 ． 3 5う

0 ヘ
ノ

7 ．7 1 く3 ． 2 8つ

0 ． 5 7 － v 5 ．8 9 く1 ．8 3つ

0 ． 7 い － 4 ． 6 8 く1 ．8 即

18 ． 0 7

1 1 ． 6 2

5 ． 4 2

9 ． 02

a m plit u d e P 2 －N 2 5 ． 2 0 一 － 36 ． 8 0 く13 ． 3 01 4 7 ． 0 0

T h e p e a k l a t e n c y o r a m plit u d e o f e a c h V E P c o m p o n e n t w a s e x a mi n e d i n r e g a rd t o

d e vi a ti o n of V E P s r e p e a t e dl y r e c o rd e d f o u r ti m e s i n e a c h s u b i e c t
， a n d th e d e vi a ti o n

W a S i n d i c a t e d b y c o effi ci e n t o f v a ria ti o n くC VI w hi c h w a s s h o w n i n p e r c e n t a g e

くs t a n d a r d d e vi ati o n x l O Oノm e a n v al u el － T h e
甲a X i m u m a n d m i ni m u m C V v al u e s i n l O

S u bj e c ts
，

W h ic h w e r e e v al u a t e d b y t h e a n aly sI S Of l ef t V E P s al o n e
，

W e r e i n d i c at e d i n

thi s ta bl e wi th th e a v e r a g e i n く l － F u r th e r
，
th e d e v i a ti o n i n i n di vi d u al s u bj e c t w a s

e x a m i n e d b y th e C V o n th e b a si s of d at a of l ef t V E P s r e c o d e d i n 2 7 s u bj e ct s ．

R e c o r d s w e r e u n d e r th e s a m e vi e w c o n diti o n a n d p a tt e r n r e v e r s al a s i n T a bl e l ． I n

b o th e x a mi n a ti o n ， th e d e vi a ti o n i n a m plit u d e w e r e f a r m o r e r e m a rk a bl e th a n th o s e i n
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Fig ． 3 － S t e a d y st a t e t y p e o f p a tt e r n r e v e r s al V E P ． T h e s e w e r e r e c o r d e d u n d e r th e

S a m e m et h o d a n d c o n d iti o n s a s i n F i g ． 2
，

e X C e p t f o r th e p a tt e rn r e V e r S al a t l O H z ．
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T a bl e 3 ． C h a n g e s

c o m p o rl e n t S b y

p att e r n r e v e r s al ．

P ．
5 3 ． 95 士

N ． 6 4 ． 11 士

P 2 9 7 ． 7 9 士

地引 一

山 口 ． 滝沢 ． 荒井 ． 木下 ． 大橋 ． 松原

i n p e a k l a t e n c y of V E P

v a r ym g f r e q u e n ci e s of

9 ． 7 5 5 4 ． 1 1 士 7 ．3 0

7 ． 7 2 6 7 ． 7 4 士 6 ． 5 9

5 ． 3 0 9 9 ．4 0 士 4 ． 4 4

L
串

J

N 2 1 30 ． 2 5 士11 ．7 5 1 33 － 2 6 士14 t O 3

T h e p e a k l a te n c y i n e a c h c o m p o n e n t of

V E P s e v o k e d b y p a tt e r n r e v e r s al a t l a n d

2 H z w a s i n di c a t e d f r o m d a t a of 2 7 s u bj e c t s ．

R e c 。r d s w e r e u n d e r bi o c u l a r vi e w a n d a

c h e c k si z e
，．

b
，，

i n th e p a tt e r n ． T h e p e a k

l a t e n c y lrl e a C h c o m p o n e n t u n d e r 2 H z h a d

a t e n d e n c y t o b e l o n g e r t h a n u n d e r l H z ，

alt h o u g h th e si g nifi c a n t d iff e r e n c e w a s o n ly

f o u n d i n P 2 C O m p O n e n t a S i n di c at e d b y a

m a r k L 一

串－－－
J

w hi c h m e a n t P く0 ．0 5 i n

t p t e s t ．

き い b また は c で
， 小 さ い 図形 a に 比 べ て頂点潜時が

有意に 短縮 した
．

一 方 b と c の 間で は P l ，
N l ，

P
2 は有

意差 を示 さ ず， N 2 は よ り大き い 図形 c で か え っ て 潜時

の 延 長 を示 した ．

1 V ． 両 眼視 と片 限視 に よ る 差

表 5 に 示 す ご とく ，
P l を除 い た他 の 3 成分で 両眼視

は 片眼 視 に 比 べ て有意 に頂 点港晴が短 か っ た ． ま た左

眼視 と右眼視の 間で は有意差は み られ な か っ た
．

考 察

V E P に は通 常1 E z 以 下 の 低頻 度刺激 に よ っ て 生

じる
一 過性型誘 発電位 くt r a si e n t 型l と

，
8 H z 以上の

高 頻 度 刺 激 に よ っ て 生 じ る 定 常 状 態 型 誘 発電 位

くst e a d y
．

s t a t e 型1 が あ る
2， く図 31 ． 前者 は各成分の頂

点港晴 の 測定に 有用で あ り ， 後者は振 巾や位相の 評価

に 適 して い る こ と が従来知ら れ てい る ． 臨床応用 に は

T a bl e 4 ． C h a n g e s i n p e a k l a t e n c y of V E P c o m p o n e n t s b y v a r yi n g c h e c k siz e s i n

r e v e r s e d p at te r n s ．

SI Z Eくm m l
P ． N l

7 6 ． 6 6 士1 0 ． 1 4 10 4 － 1 4 士11 ■ 0 0 1 4 0 ■ 2 5 士22 ． 0 4

b つ 18 X 2 3 5 3 ． 9 5 士9 － 7 5 6 6 ． 4 1 士 7 ．7 2 97 ■ 7 9 士 5 ． 3 0 1 3ロ． 2 5 士11 － 7 5

6 3 ． 5 6 士 7 ． 5 3 9 8 ． 3 2 士 6 ． 6 2 1 00 ． 61 士21 ． 0 9

a つ 4 ． 5 X 5 ． 8 5 9 ． 4 5 士9 － 3 9

c つ 72 X 9 2 5 2 ． 1 5 士7 － 4 6

bi o c ul a r vi e w c o n diti o n a n d p a tt e r n r e v e r s al a t l H z
7

v a r y l n g th e c h e c k siz e s i n o rd e r of
．．

b
，，

，

，，

a

J ，

，

．，

c
，，

i n a s u bj e c t ． T h e m e a n p e a k l a t e n c y

i n e a c h V E P c o m p o n e n t u n d e r t h e s e diff e r e n t c h e ck si z e s f r o m 2 7 s u bj e c t s w a s

i n di c at e d w it h th e st a n d a r d d e v i ati o n ．
A s t o th e e x pl a n a ti o n

，
r ef e r t o Fi g －4 w hi c h

sh o w e d thi s t a bl e b y g r a p h s ■

T a b le 5 ． D iff e r e n c e i n p e a k l a t e n c y of V E P c o m p o n e n t s b et w e e n

b i o c ul a r a n d u ni o c ul a r vi e w c o n diti o n ．

V E P s w e r e r e c o r d e d u n d e r

l eft

m o n o o c u la r v i e w

ri g h t

m o n o o c ul a r vi e w

P ．
5 6 ． 3 3 士 7 ． 5 8

N i 6 9 ．5 3 士 7 － 4 8

P 2 1 0 2 ． 5 8 士 7 ． 9 5

N 2 1 36 ． 6 3 士15 ． 9 9

b i o c ul a r v i e w

5 6 ．1 8 士 4 ． 7 4 5 3 ． 9 5 士 9 ．7 5

6 9 ． 5 0 士 6 ． 8 2 6 6 ． 4 1 士 7 ． 7 2

L 串率
J

車 車
J

1 03 ． 2 2 士 7 ．7 6 97 ． 7 9 士 5 ． 3 0

L
暮 春

J

串 串
J

1 3 7 ． 5 0 士18 ． 8 6 1 3 0 ． 2 5 士 士11 ． 7 5

L
車車十

J

車串
J

D a t a u n d e r p a tt e r n r e v e r s al a t l H z a n d th e c h e c k si z e
t．

b
，，

f r o m 2 7

s u bj e c t s ． T h e p e a k l a t e n c y i n e a c h V E P c o m p o n e n t u n d e r bi o c u l a r vi e w

c o n di ti o n w a s s lg nifi c a n tly sh o rt e r th a n u n d e r u ni o c ul a r vi e w c o n diti o n

a s i n di c a t e d b y 竺
m a r k L 串 串

J くp く0 ．01
，
t － t e Stl ，

e X C e Pt f o r P I

c o m p o n e n t － N o s l g n ifi c a n t d iff e r e n c e w a s f o u n d b e t w e e n th e l ef t a n d

ri g h t u n i o c ul a r vi e w c o n diti o n ．
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N l

8 5 7

．

3 0
8 b

P 2

8 b C
8 b c

F i g ． 4 － C h a n g e s i n p e a k l a t e n c y o f V E P－c o m p o n e n t s b y v a r yi n g c h e c k si z e s i n

r e v e r s e d p a tt e r n s ． E a c h p e a k l a te n c y i n t a bl e 4 w a s ill u st r a t e d i n g r a p h s i n r e g a r d

t o th e m e a n v al u e a n d s t a n d a r d d e v i a ti o n ． T h e p e a k l a te n c y i n e a c h V E P

C O m p O n e n tS O f P l
－ N 2 W a S S l n g n ifi c a n tl y s h o rt e r u n d e r th e l a r g e r c h e c k si z e

t t

b
，，

o r

t t

c
，，

th a n u n d e r th e s m all e r c h e c k si z e
t t

a
，，

， a S i n d i c a t e d b y a m a rk L
ホ ホ

J
くp く0 ．0 1

，

t － t e StJ ， e X C e p t f o r th e p e a k l a t e n c y o f N 2 u n d e r th e
t t

c
，，

．

後者も有用 性が ある が
，

一

般に 前者の 方が 多く用 い ら

れて お り
， その 際各成分 の 潜時の 延 長 の 有無が問題 と

される ． 本研究 で 観察さ れ た V E P は す べ て 前者に 相

当する
．

V E P の 各成分 の 名 称や表記 の 仕 方 は 諸家 に よ っ て

か な り異 な る ． 本研 究 で み られ る P l
へ N 2 は G a st a u t

の I ．I V 波に 相当 し， ま た Ci g a n e k の 1 次反 応に 相 当

するり
．

これ ら の 成分 は 主 と して 網膜 か ら 外側膝状体

を経由して 大脳 の 視覚領皮質 に 到達す る視覚特殊射系

の 神経経路 を介し て誘発 され る と考 えら れ て い る が
，

個々 の 成分 の 詳細 な起源に つ い ては まだ よ くわ か っ て

い な い
．

V E P は 刺激条件 が同 じで あ っ て も 検査 室内の 明 暗

な ど些細な状況 の 適い で 変化し
，

ま た個人 差が か なり

著 しく， しか も集中力や 覚醒水準に よ っ て も容易 に影

響 を受 け易い こ とが知 られ て い る く特に 潜時に 比 べ て

振巾が よ り変動 し易いう． 本研究 で は 4 成分の 中で 最も

早 い 成 分 で あ る P ． の 変異度が
， 再現性や 個人 差 の 両

面で 特 に著 し か っ た
．

こ の 結果は過去の報告と 一 致す

る と思 わ れ ， 従来 V E P の 早期成分の 解析 を
一

般 に は
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P l を除い て N l ，
P 2 ，

N 2 の 3 成分だ け とす る場合が 多

い の は こ の た めと推測 され る に の場合 は P 2 は P l と

表記さ れるだ即

一 過性型 視覚誘発電位 を記録 す る際の刺激頻度は
一

般に 2 H z 以 下が推奨され て い る
．

1 H z 以下 で は加算

回数 に も よ るが 1 個 の V E P 記録 に 時間が か か り被検

者の 注意力 に も持続 し に く い の で ， 本研究で は 1 H z

と2 H z の 間で 刺激頻度 に よ る変化 を 検討 した ． 従来

の報告をみ る と刺激頻度が高 く な ると 各成分の 頂 点潜

時は
一 般 に 延長す る が

，
こ の 点 は本研 究で も同様の傾

向が み られ た ．

刺激図形の 格子 の 大き さ に よ る V E P の 変化 に つ い

て は， 格子 の 大きさ が大 とな れ ば頂点港時 は短縮 し
，

逆に 小と な れ ば延長 す る こ とが 従 来知ら れ て い る
4I引

． 本研究の結果も この 従来 の所見 と
一 致 す る ． た だ し

本研究で は N 2 で
， 最も大 き い 図形 c の際 に 図形 b の

場合と比 べ て か え っ て潜時が 延長 し
，

b の 如く 薄暗の

短縮の 上 で最も至 適な図形の 格子 の 大き さ が存在す る

点が興味深い
．

こ の よ う な潜時の 変化 の機序に つ い て

は前述の 刺激頻 度に よ る変化 に も あ て は ま る こ と で あ

るが， 主 に 神経伝導速度の 異 な る網膜神経節細胞の参

加の 具合 に よ るも の と推測さ れ る
． 視神経 く神経節細

胞 の 軸索う の 線推の太さ の 分布 は広 く
，
種 々 の 異な っ

た伝導速度 をも つ 線推群が存在 す る こ とが知 られ て い

る
．

また 最近 で は網膜神経 節細 胞 に は X 系と Y 系が

区別で き ， 前者は小さ い 図形の 識別の際 に 活動 し，
そ

の 軸索 の伝導速度は遅く
，

一 方後者は大 き い 図形 の 識

別の 際 に 興奮 し， その 伝導速度 は相対的に 早い こ とが

知 られ て い る
ヰ1引

． 刺激図形の格子 が 大と な る と頂点潜

暗が 短縮す る の は Y 系の 細胞 の ごと き 伝導速度 の 早

い 細胞が よ り多く参加 し， 小 となると延長す るの はX 系

の よう な伝導速度の 遅い 細胞が 多く興奮す る よ う に な

るた めか も しれ な い
．

最後に 両眼視と片眼 視の 間 で 前者の V E P は後者 の

そ れ に 比べ て有意 に短縮 して い たが
，

こ れ に つ い て も

両眼視の 場合 は同時視 や融像視， 立体視機能 な どの 複

雑で 高度な 機能 が片限視に 比 べ て よ り強く 要求さ れ
6I

，
こ う した機能 の適い に 基 づ い て V E P の 発生 に 参与

する 神経細胞の 伝導速度が 異な る た めか も しれ な い
．

結 論

視覚誘発電位 くV E 円 の臨床応用 を目的と して
，

正

常成人 女子 27 名 で図形反 転刺 激 に よ る V E P の 左 右

差 ， 再現性， 個人差， 刺激頻度 や図形 の 格子 の 大 きさ

に よ る 変化， 両眼視 と片眼 視に よ る差 異に つ い て 検討

した
．

一 過性型 くt r a si e n t 型1 の V E P を観察 の 対象と

し， その 早期成分で あ る P い N l ，
P 2 ，

N 2 の 4 成分に

つ い て そ れ ら の 個々 の 頂 点潜時 と P 2－N 2 の 間の 振巾

を解析 した ． 結果 を箇条的に 示 す と 以下 の ごとく であ

る ．

1 ． 頂点潜時， 振 巾とも に 有意 な左右 差はみ られな

か っ た ．

2 ． 同 じ被検者 で 同 じ時期 に繰 り返 され た記録の問

で の 差異や個人差 に 関 して変動係数 くC V l を用い て検

討し た ． こ れ らの 両方 に 関し て振巾は頂点潜時と比 べ

る と著 しい 差異 ほ た は変動う を示 した
． 頂点潜時に

関 して は特 に P ． 成分が変動 し易か っ た ．

3 ． 1 H z と 2 H z の 刺激頻度の 間で
，
2 H z の 方が1

H z に 比 べ て頂点潜時が延 長す る傾向が み ら れた
．

4 ． 格子 の大 きさ の 異 な る刺激図形の 間で
， 大きい

格子 の 図形 の 刺激 に よ っ て
， 小さ い 格子 の 図形 の 場合

と比 べ て頂点潜暗が 有意 に短縮 した ．

5 ． 両眼視 で は片眼 祝 に比 べ て 頂点潜時の 有意な短

縮が み ら れた ．

こ れ ら の頂点潜時 の 変化 は V E P の 発 生に お い て伝

導速度の 異な る視神経線推群が参与す るた め と推測さ

れ た ．
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